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NY マーケットレポート（2015 年 5 月 14 日) 
NY 市場では、米失業保険申請件数が市場予想より改善したものの、生産者物価指数が市場予想に反してマイナスとなったことが影響して、

ドルが主要通貨に対して下落する動きとなった。また、円買い・ドル売りが進んだことから、クロス円も軟調な動きとなった。そして、ドラギ

ECB 総裁が、債券購入プログラムを完全に実施する意向を示したことを受けて、ユーロは主要通貨に対して軟調な動きとなった。その後は、

ドル円・クロス円の下げも一巡し、欧米の株価が大きく上昇していることを好感して、値を戻す動きも見られた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 119.22  ユーロ/円 136.21  ユーロ/ドル 1.1425 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6953.34 +3.71 
ダウ 

先物ミニ 
18107.92 +92 

 

 

仏 CAC40 4984.79 +22.93 
S&P 

500 ミニ 
2105.00 +10.50 

 

 

独 DAX 11418.10 +66.64 
NASDAQ 

100 ミニ 
4449.50 +25.75 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月ポーランド消費者物価指数(前月比) 0.4％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

 

4 月ポーランド消費者物価指数(前年比) -1.1％（予想 -1.2%・前回 -1.5%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 26.4 万件（予想 27.3 万件・前回 26.5 万件） 

 

失業保険継続受給者数 222.9 万人（予想 223.2 万人・前回 222.9 万人） 

前回発表の 222.8 万人から 222.9 万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4 週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/05/09・・・264,000・・・ -1,000・・・271,750・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

15/05/02・・・265,000・・・ +3,000・・・279,500・・・・2,229,000・・・・1.7％ 

15/04/25・・・262,000・・・-34,000・・・283,750・・・・2,229,000・・・・1.7％ 

15/04/18・・・296,000・・・ +1,000・・・285,000・・・・2,256,000・・・・1.7％ 

15/04/11・・・295,000・・・+13,000・・・283,000・・・・2,327,000・・・・1.7％ 

15/04/04・・・282,000・・・+15,000・・・282,500・・・・2,275,000・・・・1.7％ 

15/03/28・・・267,000・・・-21,000・・・285,250・・・・2,308,000・・・・1.7％ 

15/03/21・・・288,000・・・ -5,000・・・300,250・・・・2,327,000・・・・1.7％ 

15/03/14・・・293,000・・・    0・・・305,250・・・・2,413,000・・・・1.8％ 

15/03/07・・・293,000・・・-34,000・・・302,500・・・・2,399,000・・・・1.8％ 

15/02/28・・・327,000・・・+19,000・・・305,500・・・・2,414,000・・・・1.8％ 

15/02/21・・・308,000・・・+23,000・・・294,750・・・・2,405,000・・・・1.8％ 

15/02/14・・・285,000・・・-17,000・・・284,500・・・・2,369,000・・・・1.8％ 

15/02/07・・・302,000・・・+18,000・・・288,500・・・・2,402,000・・・・1.8％ 

受給者数は集計が 1 週間遅れる 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月米生産者物価指数（前月比） -0.4％（予想 0.1%・前回 0.2%） 

 

4 月米生産者物価指数[コア] -0.2％（予想 0.1%・前回 0.2%） 

 

4 月米生産者物価指数（前年比） -1.3％（予想 -0.8%・前回 -0.8%） 

 

4 月米生産者物価指数[コア] 0.8％（予想 1.1%・前回 0.9%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪生産者物価指数≫ 

             4 月・・3 月・・2 月・・1 月・・12 月・・11 月 

完成品・・・・・・・・・-0.4・・ 0.2・・-0.5・・ -0.8・・-0.2・・-0.2 

除く食品・エネルギー・・-0.1・・ 0.2・・-0.1・・  0.0・・ 0.0・・-0.1 

消費財・・・・・・・・・-0.7・・ 0.3・・-0.4・・ -2.0・・-1.2・・-0.8 

食料品・・・・・・・・・-0.9・・-0.8・・-1.6・・ -1.0・・-0.1・・ 0.1 

エネルギー全体・・・・・-2.9・・ 1.5・・ 0.0・・-10.0・・-6.6・・-3.7 

サービス・・・・・・・・-0.1・・-0.2・・-0.5・・ -0.1・・  0.3・・0.0 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.0％（予想 0.1%・前回 0.2%） 

 

3 月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 1.2％（予想 1.3%・前回 1.4%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18180.04 +119.55 

ナスダック 5014.49 +32.80 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米失業保険申請件数が市場予想より少なかったため、米雇用情勢の改善が確認されたとして買

いが先行した。また、欧州主要株価の上昇も買い安心感につながった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとな

り、一時前日比で 166 ドル高まで上昇する動きとなっている。 
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≪海外の話題≫ 

 

EBRD（欧州復興開発銀行）は、ウクライナの今年の経済成長率が-7.5％になるとの見通しを示した。1 月時点の見通

しの-5.0％から下方修正した。ロシアについては、欧米による制裁措置を背景に、深刻な景気後退が続くことが見

込まれるとし、今年の成長率は-4.5％と予想。ただ、原油相場の上昇を受けて、1 月に示した-4.8％からは改善した。

ギリシャの成長率は横ばいになると予想。抜本的な政策転換は避け、国際社会の支援を引き続き確保するために必

要な改革のみを実施するとのシナリオに基づいていると説明した。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比-0.1 万件の 26.4 万件となり、市場予想の 27.5 万件を下回った。申請件数の 4

週移動平均は、前週比-7750 件の 27 万 1750 人となり、2000 年 4 月 22 日までの週以来の低水準となった。また、集

計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比横ばいの 222.9 万人。受給者数の 4 週移動平均は、前週比-1 万 1500

人の 226 万 250 人となり、2000 年 12 月 2 日までの週以来の少ない水準となった。受給者比率は、前週比横ばいの

1.7％となった。 

 

 

（2）4 月の米生産者物価指数は、市場予想の+0.2％に反して前月比-0.4％となり、2 ヵ月ぶりのマイナスとなった。

前年同月比では-1.3％となった。モノの需要がエネルギーを中心に幅広くマイナスとなり、物価全体を押し下げた。 

 

①原油安とドル高による輸入品の値下がりを背景に、昨年 11 月から 2 月までマイナスが続いたものの、前月は 5 ヵ

月ぶりのプラスとなった。しかし、再びマイナスに転じた。 

 

②変動の激しい食品とエネルギーを除いたベースの総合指数は、前月比-0.2％、前年同月比は+0.8％。食品とエネ

ルギー、貿易サービスを除いたベースでは、前月比+0.1％、前年同月比では+0.7％となった。モノは前月と比べ-0.7％、

前年同月比では-5.5％。 

 

③品目別では、エネルギー製品が前月比-2.9％となり、ガソリンやジェット燃料がマイナスとなった。食品は-0.9％

となり、豚肉などが値下がりした。手数料や輸送コストなどのサービスは、前月比-0.1％となり、サービスのうち、

貿易は-0.8％、輸送・倉庫は-0.1％となった。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6973.04 +23.41 

仏 CAC40 5029.31 +67.45 

独 DAX 11559.82 +208.36 

ストック欧州 600指数 397.99 +2.53 

ユーロファースト 300指数 1581.43 +11.30 

スペイン IBEX35指数 11398.70 +74.10 

イタリア FTSE MIB指数 23548.59 +337.62 

南ア アフリカ全株指数 53874.59 -179.33 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ドイツなど欧州主要国の国債価格が下げ止まり、ユーロ高ドル安が一服したことが投資家心理を

下支え、主要株価はほぼ全面高となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18216.64（+156.15）、S&P500 2112.56（+14.17） ナスダック 5030.37（+48.68） 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①ギリシャのバルファキス財務相は、債務について、ECB への返済は先送りされるべきとの見解を示した。バル

ファキス財務相は、会議で「ギリシャ財務省は、ECB が証券市場プログラムで買い入れたギリシャ国債の償還のため、

7 月から 8 月にかけて何らかの方法で 67 億ユーロをパートナーから借りる必要がある」と発言。ECB が証券市場プ

ログラムを通じ 2010-2011 年に購入したギリシャ国債について言及した。また、「このうち約 270 億ユーロ相当の

国債がまだ償還前であり、今後数ヵ月か数年のうちに返済する必要がある。返済の先送りが必要になることは明白

だ」と述べた。 

 

②カーニー英中銀総裁は、経済情勢次第だが、1 年後には英国の金利が上昇している可能性があると述べた。総

裁は、来年の今頃には金利が上昇しているかとの質問に「その可能性はある。ただ経済動向次第だ」と発言。「利

上げを急ぎすぎたために景気が減速する、もしくは利上げペースが速すぎたために景気が減速する、といった事態

は避ける」と述べた。インフレ率は、来月一時的にマイナスになる可能性があるが、その後、年末に向けて再び上

向くとも発言。世界経済の低迷、財政政策、ポンド高が英国経済の逆風になっているとの見方も示した。また、「為

替、通貨高は若干の悪影響を及ぼしている」と述べた。 

 

③カーニー英中銀総裁は、EU からの離脱の是非を問う国民投票が予定されていることについて、政府は実施方法

を明確にすべきだとの見解を示した。EU 加盟国として共同市場にアクセスできることの経済的利点を強調すると同

時に、EU は世界最大の経済圏であり、わが国最大の投資先であり、わが国への最大の投資家でもあると発言。国民

投票をめぐる不透明感から英国への投資を手控える動きは今のところ見られないとしながらも、今後の過程を明確

化することはすべての人の利益にかなうと述べた。キャメロン首相が国民投票を 2017 年末より前に実施する可能性

を示唆していることについては、具体的な意見表明を控えた。 

 

④スペインの公的債務は、3 月に GDP 比で 98.9％に増加した。債務は 1 兆 0470 億ユーロで、昨年の経済データに基

づくと、GDP 比率はすでに政府の 2015 年目標である 98.9％に達した。 
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≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、最近の大幅下落で割安感が広がったことから、買い戻しが先行した。また、4 月の

米生産者物価指数が市場の予想に反して低下したことから、米 FRB が超低金利を当面続けるとの見方が広がったこ

とも、支援材料となった。ただ、米 30 年物国債入札を前に警戒感も強く、上げ幅は限定的となった。   

 

午前の利回りは、30 年債が 3.05％（前日 3.08％）、10 年債が 2.23％（2.29％）、7 年債が 1.96％（2.01％）、5

年債が 1.52％（1.57％）、3 年債が 0.93％（0.97％）、2 年債が 0.55％（0.58％）。 

 

 

2：00 

≪米財務省 30 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・3.044％（前回 2.597％） 

最低落札利回り・・・・2.900％（前回 2.450％） 

最高利回り落札比率・・・65.15％（前回 40.72％） 

応札倍率・・・・・・・・2.20 倍（前回 2.18 倍） 

 

 

3：30 

NY 金は、中心限月が前日比 7.00 ドル高の 1 オンス＝1225.20 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：20 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.62 ドル安の 1 バレル＝59.88 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1225.20 +7.00 

NY 原油 59.88 -0.62 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して下落傾向にあることから、ドルの代替資産とされる金を買う動きが先行した。

また、4 月の米生産者物価指数が市場予想に反して低下し、米国の早期利上げへの警戒感が後退したことも支援材料

となった。終値ベースでは、2 月中旬以来、約 3 ヵ月ぶりの高値水準となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、世界的に供給過剰が続いているとの見方から売りが優勢となった。また、最近の相場上昇を受けて利

益確定売りも出たことも影響し軟調な展開が続いた。ただ、ドルがユーロなどに対し下落したことで、ドル建ての

原油の割安感が広がって買われる場面もあった。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18252.24 +191.75 18255.21 18062.49 

S&P500種 2121.10 +22.26 2121.45 2100.43 

ナスダック 5050.80 +69.11 5051.72 4999.66 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 
≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米失業保険申請件数が市場予想より少なかったため、米雇用情勢の改善が確認されたとして買いが

先行した。また、欧州主要株価が大きく上昇したことも買い安心感につながり、終盤まで堅調な展開が続いた。ダ

ウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、終盤には一時前日比で 194 ドル高まで上昇する動きとなった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 119.20  119.34  118.95  

EUR/JPY 136.03  136.26  135.31  

GBP/JPY 188.06  188.52  187.67  

AUD/JPY 96.31  96.82  96.16  

NZD/JPY 89.46  89.78  89.27  

EUR/USD 1.1413  1.1437  1.1344  

AUD/USD 0.8080  0.8136  0.8065  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 



 

                                                       
 

12 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された物価関連の米経済指標が予想に反してマイナスとなったことを受けて、ドルが

主要通貨に対して下落する動きとなった。また、リスク回避の動きから円が買われたことから、クロス円も軟調な

動きとなった。ただ、欧米の株価が大きく上昇する動きとなったことを受けて、値を戻す動きも見られた。ただ、

オセアニア通貨は軟調な展開が続いた。 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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